












〈要約〉 

今回の我々の検索では膵管周囲性にリンパ球を主とする慢性炎症細胞浸潤がみられた。こ

の原因として①川崎病による膵管障害,②血管炎の波及,③十二指腸及び肝・胆道系からの

影響などが考えられる。川崎病の膵における炎症細胞浸潤はほとんどが膵管周囲型であり,

病日と炎症細胞浸潤の程度とは相関がみられた。それに比して血管病変と膵管周囲炎症細

胞浸潤とは関連が薄く,また血管病変が膵実質に波及した所見はみられなかった。一方,十

二指腸と膵頭部の炎症細胞浸潤の程度には相関がみられたものの,膵頭部に比して体尾部

の炎症細胞浸潤が強い症例が多く,膵頭部の炎症細胞浸潤がただちに十二指腸炎からの波

及であるとはいい難い。以上のことから判断して,膵実質における炎症細胞浸潤は本症の臓

器障害の一つと考えられる。またその極期は血管病変の極期とほぼ同時期であり,この時期

に川崎病の原因物質が血管及び膵管に何らかの変化を起こさせていると考えてほぼ良いと

いえよう。今後,この様な膵管周囲炎症細胞浸潤が,川崎病患児の腹痛とどの様な関連にあ

るのか臨床病理学的検索が必要と思われた。 


